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27日(火) 日 11月 失業率 
28日(水) 日 11月 鉱工業指数 速報値
30日(金) 韓 12月 CPI 

先週のマーケット動向（12 月 19 日～12 月 23 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,310.5  1,311.9  1,273.0  1,280.8  ▲24.6 

JPY/KRW 9.5951  9.7857  9.5313  9.6540  +0.146 

KOSPI 2,350.78  2,358.76  2,311.90  2,313.69  ▲46.33 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は下落した。FOMC 以降の FRB 高

官によるタカ派的発言を受けドル買い地合いが継続する中、

19 日のドル/ウォンは 1,310.5 ウォンと先週末対比ドル高

でオープン。20日にかけ特段の材料に乏しい中、ドル/ウォ

ンも実需主導での方向感が出にくい相場となった。20日に

は日銀が 10 年国債金利の変動幅を±0.50％(変更前±

0.25％)を柔軟化すると、円金利が急上昇し日本 10 年国債

利回りが 0.5％の上限に到達する中、円主導でのドル売り

に押されドル/ウォン 1,273.0 まで下落。しかし、22 日海外

時間に発表された 3Q GDP確定値（結果：前期比年率 3.2％、

予想：同 2.9％）および個人消費（結果：前期比年率 2.3％、

予想：同 1.7％）はいずれも良好な結果となったことで低下

していた米長期金利が上昇し、ドル/ウォンも反発。23日は

クリスマスを前に日中は動意に乏しい状況となり、結局、

先週対比 24.6 ウォン下落した 1,280.8 ウォンにてクロー

ズ。 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは方向感に乏しい展開を予想する。週初

はクリスマス期間につき市場参加者がほとんどいない中、為替

取引も含め方向感に乏しい展開が予想される。週後半にかけ

ても新しい材料がない中、実需フローを中心とした値動きに終

始しよう。全体的に流動性が乏しいことが想定され、一時的に

値が飛ぶ可能性には注意したいところだろう。 

 

予想レンジ 
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* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
 

今後の予定 
 


